
「企業におけるフードセーフティカルチャーの醸成について」  

（株 ） 中部 衛 生 検 査 セ ン ター  顧 問  道 野 英司  

平 成 3 0 年 （ 2 0 1 8 年 ） に 食 品 衛 生 法 が 改 正 さ れ 、 令 和 2 年 （ 2 0 2 0 年 ）

か ら す べ て の 食 品 等 事 業 者 に H A C C P に 沿 っ た 衛 生 管 理 の 実 施 が 必 要 と な り

ま し た 。 H A C C P に 沿 っ た 衛 生 管 理 は 、 こ れ ま で の 衛 生 管 理 を 基 本 と し つ つ 、

科 学 的 な 根 拠 に 基 づ き 、 取 り 扱 う 食 品 、 事 業 所 の 業 態 、 規 模 な ど に 応 じ て 食

品 の 安 全 確 保 の 取 組 み を 「 最 適 化 」、「 見 え る 化 」 す る も の で す 。 フ ー ド チ ェ

ー ン 全 体 で H A C C P に 沿 っ た 衛 生 管 理 に 取 り 組 む こ と に よ っ て 、 原 材 料 の 受

け 入 れ か ら 製 造 ・ 加 工 、 販 売 に 至 る ま で 、 各 段 階 で 関 わ る 食 品 等 事 業 者 の そ

れ ぞ れ の 衛 生 管 理 の 取 組 ・ 課 題 が 明 確 化 さ れ 、 我 が 国 の 食 品 全 体 の 安 全 性 が

向 上 す る こ と を 目 的 と し て い ま す 。  

他 方 、 令 和 ５ 年 ５ 月 か ら 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が ５ 類 感 染 症 と さ れ 、

外 出 や 外 食 の 機 会 が 大 幅 に 増 加 し 、 令 和 ５ 年 に 発 生 し た 食 中 毒 は 事 件 数

1 , 0 2 1 件 、 患 者 数 １ 万 1 , 8 0 3 人 、 死 亡 者 ４ 人 で 、 令 和 ４ 年 と 比 較 す る と 事

件 数 で は ６ ％ 増 、 患 者 数 で は 7 2 % 増 と な り ま し た 。 ま た 、 前 年 に は 発 生 が な

か っ た 患 者 数 5 0 0 人 以 上 の 大 規 模 食 中 毒 事 例 が ２ 件 発 生 し ま し た 。 こ う し た

状 況 は 令 和 ６ 年 も 継 続 し て い ま す 。  

ま た 、 平 成 3 0 年 の 食 品 衛 生 法 改 正 、 の ち の 食 品 表 示 法 改 正 に よ り 、 令 和 ３

年 ６ 月 か ら 食 品 の 安 全 性 を 理 由 に 市 場 か ら 食 品 を 自 主 回 収 す る 場 合 に は 、 行

政 機 関 へ の 報 告 が 義 務 付 け ら れ ま し た 。 令 和 ５ 年 度 の 自 主 回 収 の 報 告 は 合 計

2 , 6 4 9 件 で 、 内 訳 は 表 示 の 不 備 1 , 7 9 8 件 （ 6 7 . 4 ％ ）、 シ ー ル 不 良 4 5 0 件

（ 1 6 . 9 ％ ）、 異 物 混 入 9 3 件 （ 3 . 5 % ） 残 留 農 薬 基 準 超 過 6 4 件 （ 2 . 4 % ） な

ど で し た 。  

食 品 の 安 全 確 保 は 、 飲 食 に 起 因 す る 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 を 防 止 し 、 国 民 の

健 康 保 護 を 図 る こ と が 目 的 で あ る こ と は 言 を 待 ち ま せ ん が 、 食 中 毒 や 食 品 リ

コ ー ル に よ る 食 品 等 事 業 者 の 経 済 的 な 影 響 に つ い て は 欧 米 と 異 な り 国 内 で は

取 り 上 げ ら れ る こ と は ほ と ん ど あ り ま せ ん 。 し か し 、 現 実 に は 食 中 毒 、 異 物

混 入 、 食 品 ア レ ル ギ ー な ど の 発 生 に よ り 、 被 害 者 へ の 治 療 費 や 見 舞 金 、 事 故

調 査 、 お 詫 び 広 告 、 保 管 料 や 輸 送 費 、 代 金 弁 償 、 廃 棄 費 用 な ど の リ コ ー ル 経

費 、 裁 判 費 用 、 設 備 交 換 な ど 様 々 な コ ス ト に 加 え 、 休 業 損 失 や 事 故 後 の 売 り

上 げ 減 少 な ど が 発 生 し ま す 。  



令 和 ５ 年 度 の 公 益 社 団 法 人 日 本 食 品 衛 生 協 会 の 食 品 営 業 賠 償 共 済 な ど の 共

済 金 の 支 払 い 合 計 額 は ３ 億 円 以 上 に 上 り 、 食 中 毒 、 リ コ ー ル 関 連 の 賠 償 額 は

約 ７ 千 万 円 で 施 設 関 係 事 故 に 次 い で 多 く な っ て い ま す 。 共 済 加 入 率 が １ 割 以

下 と 仮 定 す れ ば 食 品 産 業 全 体 で ７ 億 円 か ら ７ ０ 億 円 の 経 済 的 な 影 響 が 生 じ て

い る こ と に な り ま す 。  

こ の よ う に 制 度 が 整 備 さ れ た も の の 、 食 品 産 業 の 現 場 で は 制 度 の へ の 対 応

の 遅 れ 、 ル ー ル の 形 骸 化 、 従 事 者 の 訓 練 不 足 、 人 手 不 足 や ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー 、

施 設 設 備 の 不 具 合 や 老 朽 化 な ど 様 々 な 要 因 で 事 故 が 発 生 し 、 健 康 被 害 、 食 品

の 安 全 へ の 不 安 、 さ ら に は 企 業 へ の 負 担 が 生 じ る 結 果 と な っ て い ま す 。  

食 品 安 全 の 国 際 基 準 を 定 め る コ ー デ ッ ク ス で は 、 個 々 の 食 品 等 事 業 者 の 食

品 衛 生 シ ス テ ム が う ま く 機 能 す る た め の 根 本 は 、 経 営 者 と 従 業 員 が 食 品 安 全

の 重 要 性 を 認 識 す る フ ー ド セ ー フ テ ィ ー カ ル チ ャ ー を 確 立 し 、 維 持 す る こ と

と し て い ま す 。 コ ー デ ッ ク ス で は 、 一 般 衛 生 管 理 や H A C C P な ど を 定 め る

「 食 品 衛 生 の 一 般 原 則 」 を 改 正 し 、 企 業 の フ ー ド セ ー フ テ ィ ー カ ル チ ャ ー の

構 築 を 求 め る 規 定 を 整 備 し ま し た 。 こ こ で は 、「 企 業 は 安 全 で 適 切 な 食 品 を 提

供 す る こ と に 対 す る コ ミ ッ ト メ ン ト を 示 す こ と 、 そ し て 、 適 切 な 食 品 安 全 規

範 を 推 奨 す る こ と に よ っ て 、 積 極 的 な 食 品 安 全 文 化 を 構 築 す る 。」 と し 、 経 営

者 お よ び す べ て の 従 業 員 に よ る コ ミ ッ ト メ ン ト 、 経 営 者 の リ ー ダ ー シ ッ プ 、

全 従 業 員 に よ る 食 品 衛 生 の 重 要 性 の 認 識 、 経 営 者 や 従 業 員 の 間 の オ ー プ ン で

明 確 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 食 品 衛 生 シ ス テ ム の 効 果 的 な 機 能 を 確 保 す る た

め の 十 分 な 資 源 を 確 保 す る こ と が 必 要 と し て い ま す 。   

特 に 経 営 者 に は 、 食 品 衛 生 シ ス テ ム の 有 効 性 を 確 保 す る た め に 以 下 の 実 施

を 求 め て い ま す 。  

①  事 業 内 の 役 割 、 責 任 お よ び 権 限 の 明 確 化  

②  衛 生 管 理 計 画 の 変 更 時 の 周 知 、 実 施 確 認 な ど の 食 品 衛 生 シ ス テ ム の 完 全 性

の 維 持  

③  衛 生 管 理 計 画 が 適 切 に 実 施 さ れ 、 機 能 し 、 さ ら に 文 書 が 最 新 で あ る こ と の

検 証  

④  従 業 員 へ の 適 切 な ト レ ー ニ ン グ お よ び 監 督 の 実 施  

⑤  関 連 す る 規 制 要 件 の 遵 守 の 確 保  

⑥  科 学 、 技 術 お よ び 最 良 実 践 規 範 （ ベ ス ト プ ラ ク テ ィ ス ） の 進 展 を 考 慮 し た

継 続 的 な 改 善  


